別記様式第１号（第８条、第10条関係）

事業計画書及び収支予算書（変更事業計画書及び変更収支予算書）

 １　空き家改修の概要（事業計画）
	 ① 住宅所在地（番地まで記載）
	

	 ② 住宅の延べ床面積
	

	③ 住宅を活用する期間
	事業完了後１０年間

	④ 空き家改修費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	⑤ 改修内容
	

	 ⑥ 改修費積算
	工種
	数量
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	

	 ⑦ 工事請負業者名等
（市内事業者に限る。）
	 名称

	
	 住所

	
	 電話



 ２　空き家改修費の内訳（収支予算書）
　　※他の類似する補助金等による収入がある場合には、
その額を補助対象経費（消費税相当額を含む。）から控除すること。
	 ① 空き家改修費
	　　　　　　　　　　　　　　　円


	
	
	

	
	 ② 自己資金額
	　　　　　　　　　　　　　　　 円

	
	 ③ 補助金額（千円未満切捨て）
	　　　　　　　　　　　　　　　円



 ３　補助金交付申請額計算書(補助金交付申請額は、千円未満切捨て）

	1 空き家改修費 
	

 　×　１／２　 ＝
	補助金交付申請額

	 
　　　　　　　　　　　　　円
	
	 　（上限800千円）
　　　　　　　　千円



添付書類
（１）移住予定者の住民票の写し
（２）改修部位を明記した平面図
（３）現況等がわかる写真
（４）見積書のコピー
（５）賃貸住宅契約書のコピー又は建物売買契約書のコピー
（６）同意書（借り受けた空き家を改修する場合に限り、提出すること。）
（７）登記事項証明書の写し（売買契約の場合のみ）
（８）既存住宅状況調査報告書の写し（表紙及び結果の概要のみで可）
（９）対象空き家の築年数が分かるもの（賃貸借契約の場合のみ）
　　　（重要事項証明書、建築確認書類、登記事項証明書の写し等）

（注）
１　申請者は、別記様式第１号及び添付書類を２部作成の上、１部を提出し、１部を事業が完了するまで保管してください。
２　別記様式第１号中の「空き家改修費」について、他の補助金を併せて申請している場合には、その補助金の算定の対象となる額を空き家改修費の総額から減額して記入してください。
３　「空き家改修費の内訳（収支予算書）」には、この補助金の算定の対象となる額を記入し、「① 空き家改修費 ＝ ② 自己資金額 ＋ ③ 補助金額」となるように記入してください。「③ 補助金額」には、この補助金の額のみを記入し、他の補助金の額を合算しないでください。
４　添付書類の写真は、改修部位のよくわかる鮮明なカラー写真を複数枚添付し、写真撮影位置を平面図に矢印等で明示してください。


